
グリーンツリーレンタルサーバー利用規約 

 

第１章 総則 

 

第１条 （規約の適用） 

１．グリーンツリーレンタルサーバー利用規約（以下「本規約」といいます。）は、当社と

ユーザーとの間に生ずる一切の関係に適用されるものとします。ユーザーは、本サービス

（第２条において定義します。）のユーザーとして利用することにより、本規約の全ての内

容に同意したものとみなされます。  

 

２．当社が本サービスに関するルール、機能説明、利用方法に関する説明、注意事項及び制

限事項等は本規約の一部を構成するものとしますが、本規約とそれらの内容が異なる場合

は、本規約が優先して適用されるものとします。  

 

３．当社はユーザーに承諾を得る事無く、本サービスや本規約を変更する場合が有り、ユー

ザーはこれを承諾するものとします。  

 

第２条 （定義） 

本規約等において別段の定めがある場合を除いて、本規約等における用語は、以下の各号に

定める意義を有するものとします。 

（１） 「本サービス」とは、当社が「グリーンツリーレンタルサーバー」の名称を付して

提供するレンタルサーバーサービス（理由の如何を問わずサービスの名称又は内容が変更

された場合は、当該変更後のサービスを含みます。）をいいます。 

（２） 「ユーザー」とは、本規約の諸規定に基づき本サービスの利用を開始し、本サービ

スの利用者としての登録がなされた個人又は法人をいいます。 

（３） 「利用契約」とは、当社とユーザーの間で成立する、本規約の諸規定に従った本サ

ービスの利用契約をいいます。  

 

第３条 （サービス内容） 

１．ユーザーは、利用契約の有効期間内に限り、本規約で認められた範囲で、当社の定める

方法に従い本サービスを利用することができます。 

２．本サービスの主たる内容は、次の各号に定める通りとします。 

（１）サーバースペースレンタルサービス 

（２）メールアカウントレンタルサービス 

（３）その他本サービスに付随するオプションサービス 

３．当社は、本サービスの仕様の改良、追加、削除等により本サービスの内容の変更を行う



ことがあり、ユーザーは予めこれを承諾するものとします。  

 

第４条 （通知方法） 

１．当社からユーザーに対する通知は、本規約に特に定めない限り、ユーザーの電話もしく

は電子メールアドレス宛に、連絡する方法又はその他当社が適当と判断した方法により行

います。 

２．当社がユーザーに対して前項記載の方法により通知した場合において、当社からの通知

がユーザーに到達しなかったとしても、当該不到達に起因して発生した損害について、当社

は一切責任を負わないものとします。 

 

 

第２章 利用申込等 

 

第５条 （利用申込） 

１．本サービスの利用を希望する者は、本規約を遵守することに同意し、かつ当社の定める

一定の情報を当社の定める方法で当社に提供することにより、当社に対し、本サービスの利

用を申込むことができます。 

２．前項の申込みの後、当社は、お申込み手続きの完了を通知するものとし、当該通知の到

達をもってユーザーとしての登録は完了したものとします。 

３．前項に定める登録の完了時点をもって、本規約の諸規定に従った本サービスの利用契約

がユーザーと当社の間に成立し、ユーザーは本サービスを当社の定める方法で利用するこ

とができるようになります。 

 

第６条 （利用申込の拒絶・取り消し） 

１．ユーザーの申込み後、ユーザーが以下のいずれかに該当することが判明した場合、当社

は、その申込みを拒絶し、又は取り消し、将来にわたってユーザー資格を与えない場合があ

ります。 

（１） ユーザーが虚偽の内容を記入した場合 

（２） ユーザーが申込みをした時点で、本規約の違反等によりユーザー資格の停止処分中

であり、又は過去に本規約の違反等で除名処分を受けたことがある場合 

（３） ユーザーが申込みをした時点で、ユーザーの現在使用する本サービスの利用料金の

支払を怠っている、又は過去に支払を怠ったことがある場合 

（４） 申込み内容が明らかに不適切であると、当社が判断した場合 

（５） ユーザーが未成年者、成年被後見人、被保佐人、被補助人又は法人の代表権を有し

ない者若しくは法人としての申込み権限を有しない者であり、法定代理人、後見人、保佐人、

補助人又は代表権を有する者の同意等を得ていない場合 



（６） その他、ユーザーが当社の本サービスを利用することにより、当社の本サービス提

供に重大な支障をきたすと判断した場合 

２．当社は、前項各号の該当性の判断のため、又はユーザーの登録情報の正確性の調査のた

め、ユーザーに対し、別途当社が指定する情報を提供するよう求めることができるものとし

ます。ユーザーは、当社から必要な情報の提出を求められた場合は、当社の指定する書式、

方法及び期日に従って提出するものとします。なお、書類等の提出にかかる費用はユーザー

の負担とします。 

 

第７条 （利用期間） 

本サービスの利用期間は、利用開始日の翌月１日から１ヶ月間もしくは６ヶ月間とします。  

 

第７条の１ （契約終了） 

２．前項に基づきユーザーが利用契約をした場合といえども、以下のうちいずれかが生じた

ときは、当該事由の発生した日をもって契約が終了するものとします。 

（１） ユーザーの死亡した日 

（２） 当社が第１０条に定める退会の届出を受領した日 

（３） 当社が本規約に基づき本サービスの全部若しくは一部を廃止した日 

３．利用期間を定めない契約に基づくユーザーの権利は、ユーザーに一身に専属するものと

し、当該権利の第三者への譲渡、貸与、使用、転売、承継、相続等は一切できないものとし

ます。 

４．ユーザーは、契約の成立後は、ユーザーの都合による利用期間の変更はできないものと

します。ただし当社が承諾した場合には、この限りではありません。 

５．当社は、ユーザーの承諾を得ることなく、本サービスの内容の一部又は全部の、変更又

は廃止を行うことができるものとします。当社は、プランを廃止する場合、既にユーザーが

当社に支払った利用料金から、ユーザーが実際に本サービスを利用した日数に応じた利用

料金相当額（当該プランの月額利用料金相当額を１ヶ月３０日間として日割りした金額に、

ユーザーが実際に利用した日数を乗じた金額）を差し引いた金額をユーザーに支払うもの

とします。但し、利用料金相当額が、既にユーザーが当社に支払った利用料金額を超える場

合は、当社はユーザーに対して一切の返金等を行わないものとします。 

 

第８条 （利用の停止） 

１．以下の場合、当社は理由の如何に関わらずユーザーに対する本サービスの提供をただち

に中止し、ユーザーに対しユーザー資格の停止処分又は除名処分を行うものとします。 

また、規約違反により当社に損害を与えた場合には当社がユーザーに対し損害賠償請求す

ることができます。 

（１） ユーザーが当社に対して虚偽の申告をした場合 



（２） ユーザーが本規約に違反する行為を行った場合 

（３） ユーザーが本規約第４章（禁止事項）及び別途禁止事項のページに定める内容に抵

触する行為をした場合又はするおそれがある場合 

（４） 本規約第１２条に定める通り料金の支払いが無い場合 

（５） ユーザーが違法、又は明らかに公序良俗に反する内容でサービスを利用した場合 

（６） 当社がユーザー宛に発送・送信した郵便物・メールが、理由の如何を問わず、当社

に返送され、または届かない場合 

（７） その他当社がユーザーの本サービスの利用について不適切と判断した場合 

２．また、上記理由でサービスの提供を中止したことによりユーザーに生じた損害等につい

ては、当社は一切責任を負わないものとします。 

 

第９条 （変更の届出） 

ユーザーは、本サービスの利用にあたって、当社に届け出た情報（以下「届出情報」といい

ます。）に誤り・不足等があることが判明し、又は届出情報に変更が生じた場合には、直ち

に、当社が別途定める方法で、当社に対して当該変更を届け出るものとします。当社は、ユ

ーザーが本条に定める届出を行わない場合は、届出情報が真正な情報であるとみなすこと

ができるものとし、変更届出が行われないことに起因し又は関連してユーザー又は第三者

に生じる結果及び損害について、損害賠償責任その他一切の責任を負わないものとします。  

 

第１０条 （退会） 

１．ユーザーは本サービスを退会する場合、その旨当社に届け出るものとします。 

当社はユーザーからの退会の届出を受領した場合、契約の期間満了日をもって契約終了す

ることとします。 

但し、利用の如何に関わらず、残り契約期間分の返金はしないものとします。 

２．退会時、データのバックアップ等はユーザーの自己責任において行い、当社は退会後の

データ保持に関して何ら関与しないものとします。また、当社はデータのバックアップ等の

責任を一切負わないものとします。 

 

 

第３章 料金等 

 

第１１条 （利用料金の支払方法） 

１．ユーザーは本サービスの利用料金を、入金締切日までに、弊社指定銀行口座へご請求金

額をご入金ください。また、金融機関に支払う振込手数料その他の費用はユーザーの負担と

します。 

２．ユーザーは支払方法に不備があった場合は、直ちにその旨を当社へ連絡するものとしま



す。 

３．ユーザーが、当社の指定した支払方法以外で入金をした場合、又その他ユーザーの責め

に帰すべき要因によりユーザーに生じた損害に関して、当社は一切の責任を負わないもの

とします。 

 

第１２条 （利用の継続） 

１．当社が指定した期日までにユーザーが利用料金を支払い、当社がその入金を確認した時

点で契約更新の手続きを完了することとします。 

２．当社が指定した期日までにユーザーからの退会の届出が行われない限り契約は自動更

新される事を、ユーザーは予め承諾しているものとします。 

３．当社が指定した期日に契約更新分の利用料金の入金が確認できない場合、当社は、ユー

ザーに利用継続の意思がないものと判断し、契約終了することとします。 

また、当社は入金期日以後のデータ保持に関して何ら関与しないものとし、当社は一切その

責任を負わないものとします。 

 

第１３条 （ユーザーアカウントの変更） 

ユーザーは提供機能の範囲外でユーザーアカウントの変更は出来ないものとします。 

但し、当社は、ユーザーの承諾を得ることなく、ユーザーアカウントの変更をする場合があ

るものとし、この時、当社はユーザーに対し当該変更につき電話もしくは電子メールにて速

やかに通知するものとします。 

 

第１４条 （料金改定） 

当社は、ユーザーの承諾を得ることなく料金を改訂する場合があり、ユーザーはこれに同意

することとします。 

 

 

第４章 禁止事項等 

 

第１５条 （第三者の利用） 

１．ユーザーが、第三者に本サービスの全部または一部を利用させる場合（ユーザーが第三

者に対してウェブサイトの制作業務等を委託し、当該委託を受けた第三者がウェブサイト

の制作業務等のために本サービスを利用する場合等が想定されますが、これに限りません。）

又はユーザーが第三者のために本サービスを利用する場合であっても、ユーザーは、当該第

三者に対して本規約に基づいて自らが負担するのと同等の義務を課すものとし、本サービ

スの利用に関する当該第三者の行為及び結果について一切の責任を負うものとします。 

２．当社は、ユーザーに対し、本サービスの提供に関するいかなる代理権をも付与するもの



ではなく、ユーザーは、第三者に対し当社の代理人として法律行為を行う権限を有するかの

ような表示を行ってはならないものとします。 

３．ユーザーは、第１項の場合において、ユーザーと当該第三者を含む第三者への対応（本

サービスの停止、中止又は廃止等に起因するものを含みますがこれに限りません。）及びユ

ーザーと第三者との間で生じる紛争等を全てユーザーの責任において処理するものとし、

第三者の利用により当社に損害が生じたときは、当該損害を賠償するものとします。 

 

第１６条 （禁止行為） 

１．ユーザーは、本サービスの利用にあたり、以下の各号のいずれかに該当する行為をして

はなりません。 

（１） 当社又は本サービスの他の利用者その他の第三者の知的財産権、プライバシー権、

名誉権、信用、肖像権、その他一切の権利又は利益を侵害する行為 

（２） 法令に違反する行為、犯罪行為に関連する行為又は公序良俗に反する行為 

（３） 本サービスの適切な運営・維持を妨げる行為 

（４） 当社又は第三者の管理する設備等の利用・管理等に支障を与える行為 

（５） 本サービスのネットワーク又はシステム等に過度の負担をかける行為 

（６） 本サービスのネットワーク等に不正にアクセスする行為、コンピューター・ウイル

スその他の有害なコンピューター・プログラムを含む情報を送信する行為 

（７） 本サービスの他の利用者又は第三者になりすます行為 

（８） 本サービスの他の利用者その他の第三者に対し、不当な宣伝、広告、勧誘又は営業

をする行為 

（９） 当社が提供する情報を改ざん又は消去する行為 

（１０） 反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、右翼団体、反社会的勢力、その他これに準

ずるものを意味します。以下同じ。）の維持、運営若しくは経営に協力若しくは関与する等

反社会的勢力等との何らかの交流若しくは関与をする行為 

（１１） 社会通念上、当社が不適切と判断する行為 

（１２） 第三者に対する勧誘、委託等その方法を問わず、前各号に該当し又はそのおそれ

のある行為を直接又は間接に惹起し、若しくは容易にする行為 

（１３） 前各号のいずれかに該当し、又はそのおそれのあるサイトへのリンクを掲載する

行為 

（１４） 前各号の他、当社が不適切と判断する一切の行為 

２．当社は、本サービスにおけるユーザーによる情報の送信行為が前項各号のいずれかに該

当し、又は該当するおそれがあると当社が判断した場合には、ユーザーに事前に通知するこ

となく、本サービスの利用の停止、利用契約の解除、当該情報の全部又は一部を削除等のい

ずれか又は全ての措置を行うことができるものとします。 

当社は、本項に基づき当社が行った措置に基づきユーザーに生じた損害について一切の責



任を負いません。 

 

第１７条 （禁止事項の追加） 

当社は、前条のほか、必要に応じて禁止事項を別途定めることができ、ユーザーはこれを遵

守するものとします。  

 

 

第５章 管理 

 

第１８条 （アカウントとデータの管理） 

１．当社は、ユーザーに対して、本サービスの利用に関して、ユーザーと他の利用者等とを

区別して識別するために英数字で構成された文字列であるアカウントＩＤ及びパスワード

を発行します。ユーザーは、自己の責任においてアカウントＩＤ及びパスワードの保存・管

理を行うものとし、みだりに第三者に知らせてはならないものとします。 

２．当社は、アカウントＩＤ及びパスワードを使用して本サービスが利用された場合には、

ユーザー本人による利用とみなすものとします。アカウントＩＤ又はパスワードの忘却、盗

用、不正使用その他の事情による本サービスの利用不能又はユーザー本人以外の第三者に

よる利用に起因し又は関連してユーザー又は第三者に生じる結果及び損害について、当社

は、損害賠償責任その他一切の責任を負わないものとします。 

３．ユーザーが第三者にパスワードを知られた又は知られた可能性がある場合は、速やかに

パスワードの変更を行うものとします。 

４．ユーザーのディスクエリア内のデータのバックアップ管理はユーザーが一切の責任を

持つものとし、サーバの障害などによってユーザーのディスクエリアのデータが消失して

も、当社は故意または重過失によるものを除いて一切の責任を負わないものとします。 

 

第１８条の２ （譲渡等） 

１．ユーザーは、当社の書面による事前の承諾なく、本サービスの利用契約上の地位又は本

規約に基づく権利若しくは義務につき、第三者に対し、譲渡、移転、担保設定その他の処分

をすることはできません。 

２．当社は、本サービスにかかる事業の全部または一部を第三者に移転すること（事業譲渡

のみならず、会社分割その他事業が移転するあらゆる場合を含みます。以下「事業譲渡等」

といいます。）に伴い、本サービスの利用に関する契約上の地位、本規約に基づく権利及び

義務並びにユーザーの登録者情報その他の個人情報を当該事業譲渡等の譲受人に譲渡する

ことができるものとし、ユーザーは、かかる譲渡につき本項において予め同意したものとし

ます。  

 



 

第６章 サービスの運営 

 

第１９条 （損害賠償） 

ユーザーは、本規約に違反することにより、又は本サービスの利用に関連して当社に損害を

与えた場合、当社に対し、損害（弁護士費用、証人費用、証拠収集費用及びその他の訴訟遂

行上の合理的費用を含みます。）を賠償するものとします。 

 

第２０条 （免責） 

１．当社は、ユーザーの本サービスの利用に際し、第２３条（サービスの停止）に該当する

内容やその他、ユーザーに対して発生した損害につき一切の責任を負わないものとします。

但し、当社の故意又は重過失と判断された損害についてはこの限りではありません。 

２．前項の規定、又はその他の事由により当社が損害を賠償する場合において、当社は、債

務不履行、不法行為、その他請求原因の如何を問わず、当該損害発生の原因となった事故発

生時の直前の月における当該ユーザーの本サービス利用料金３ヶ月相当額を限度として、

その損害を賠償するものとします。 

３．当社は、本サービスの利用に際し、ユーザーが第三者に与えた損害の一切の責任を負わ

ないものとし、ユーザーが第三者に与えた損害はユーザーの責任と費用をもって解決し、当

社に損害を与えることがないものとします。 

 

第２１条 （守秘義務） 

当社はユーザーから得た一切の情報を第三者に開示又は漏洩しないものとします。但し、ユ

ーザーが事前に承諾した場合には、その承諾の範囲で第三者に開示できるものとし、また、

刑事訴訟法第２１８条（令状による捜索）その他同法の定めに基づく強制の処分が行われた

場合には当該処分の定める範囲で、また特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及

び発信者情報の開示に関する法律第４条（発信者情報の開示請求等）に基づく開示請求の要

件が充足された場合には、当該開示請求の範囲で、ユーザーの事前の承諾なく第三者に開示

できるものとします。 

 

第２２条 （合意管轄） 

ユーザーと当社の間で訴訟の必要が生じた場合、東京地方裁判所を第一審の合意専属管轄

裁判所とします。  

 

 

第７章 サービスの提供上の細則 

 



第２３条 （サービスの停止） 

１．以下の場合、当社の合理的な判断に基づきユーザーに事前に通知することなく、本サー

ビスの運用の全部又は一部を中断・停止することができるものとします。 

（１） 天災事変、その他の当社の過失に基づかない事由が発生し又は発生するおそれがあ

り、電気通信事業法第８条に定める処置を取る場合 

（２） 上記の法律上の要請如何に拘らず、天災事変、その他の当社の過失に基づかない事

由が発生し、もしくは発生するおそれがある場合 

（３） 当社の過失に基づかない電気通信設備の保守上又は工事上やむを得ない事由が生じ

た場合 

（４） 当社の過失に基づかない電気通信設備の障害その他やむを得ない事由が生じた場合 

（５） 法令による規制、司法・行政命令等が適用された場合 

（６） その他、当社の故意又は重過失に基づかず、当社がサービスの停止をやむを得ない

と判断した場合 

２．上記に基づき本サービスの運用の全部又は一部が中断・停止されたことによって生じた

ユーザーの損害については、当社は一切責任を負わないこととします。 

 

第２４条 （情報の削除） 

１．以下の場合、当社の合理的な判断に基づきユーザーに事前に通知することなく、情報の

削除をすることができるものとします。 

（１） 掲載内容が、本規約第４章（禁止事項等）に定める内容に該当すると当社が判断し

た場合 

（２） ユーザーによって、登録された情報の容量が当社所定の容量を超過した場合 

（３） 他の本サービスの利用者または第三者から、ユーザーが本サービスを通じオンライ

ン上に掲載した情報により自己の権利等が侵害されたとして、当社に対し当該情報の全部

または一部の送信防止措置申し出がなされた場合において、当社からユーザーに対して、回

答期限を定めて意見を照会したにもかかわらず、回答期限を経過してもユーザーが当社に

対し、当社が定める方法により何らの回答をも行わない場合 

（４） 特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信者情報の開示に関する法律

（平成十三年十一月三十日法律第百三十七号）第３条の２第２号に定める申出が当社に対

してなされた場合において、ユーザーが、公職選挙法第１４２条の３第３項に規定する「電

子メールアドレス等」を、同項又は同法第１４２条の５第１項の定めに従って表示していな

いと当社が判断した場合 

（５） 前２号により当社が削除した情報の全部または一部をユーザーが再度掲載した場合 

（６） その他当社が、法律及び社会通念に従って当該情報を削除する必要があると判断し

た場合 

２．ユーザー又は第三者が発信した全ての情報に関する責任は、ユーザー又は第三者が負う



ものとし、当社は本条に関する情報を監視・削除する義務を負うものではない為、当該情報、

及び当社が情報を削除しなかったことによる、ユーザー又は第三者の被った損害について、

当社は一切責任を負わないものとします。 

 

 

 

 

（附則）本規約は 2006 年 3 月 16 日から実施された規約を改定したものであり、2007 年 1

月 1 日から適用されます。 

2014 年 9月 22 日 改定・施行 

2015 年 10 月 21 日 改定・施行 

 


